
新潟県支部



皆さまからいただいたご寄付をもとに、日赤は苦しんでいる人を救う活動をつづけています。皆さまからいただいたご寄付をもとに、日赤は苦しんでいる人を救う活動をつづけています。

新潟県支部
〒951-8127　新潟市中央区関屋下川原町１丁目３番１２号

https://www.jrc.or.jp/chapter/niigata/　E-mail: humanity@niigata.jrc.or.jp
025-231-3121TEL 025-231-3122FAX

怖いのは、病気だけで
はない。
新型コロナウイルスが
持つ3つの顔を知ろう。
伊勢みずほさん
ナレーションの動画は

↑こちらからご覧　
　ください

災害から、
いのちを守る
赤十字

日赤オリジナル教材
を作製

差別を防止するため、教
材や動画を作製し県内の
学校に提供。

新型コロナウイルス感染症に立ち向かうために

マスクの作製

ボランティアのご協力の
もと、手作りマスクを作製
して児童養護施設に寄贈。

感染症患者の支援

病院での患者受け入れに
加え、県内でのクラスター
発生時には、日赤の医師、
看護師、事務職員が関係
機関と連携して、患者の入
院先の調整・搬送業務に
従事。

令和2年
7月豪雨災害

新型コロナウイルス感染症流行下で、
「感染しない、させない」を徹底しながら、

被災者の心に寄り添った救護活動ⒸAtsushi Shibuya jrcs
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苦しんでいる人を
救うため、

活動資金にご協力を
お願いいたします。

苦しんでいる人を
救うため、

活動資金にご協力を
お願いいたします。

令和 3年度活動資金募集チラシ
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「災害から命を守る日本赤十字社の確立」 
 

 

 

令和３年度 新潟県支部事業運営の基本方針 

  

 

未曽有の大規模災害であった東日本大震災の発生から１０年が経過し、被災地での懸

命な復旧・復興が進められている中、インフラや被災者の平穏な日常生活の回復は、原

発事故の影響を含めまだ道半ばの状況です。 

また、地球温暖化による継続的な気候変動は、気象現象にも大きな影響を与えてお

り、近年、世界中で大規模な気象災害が頻発しております。日本は、その位置、地形、

地質、気象などの自然的条件から、台風、豪雨、豪雪、洪水、土砂災害、地震、津波、

火山噴火などによる災害が発生しやすい国土となっており、日本赤十字社は、これらの

災害に対していち早く被災地に赴き、人道的立場に立った救護活動を各地で展開してお

ります。当支部は、中越大震災や中越沖地震などの災害の経験を活かし、関係機関と連

携しつつ医療救護活動を行ってまいりました。 

さらに、昨年から続く新型コロナウイルス感染症禍においても、医療の提供、血液の

供給のほか、ウイルスがもたらす不安、偏見、差別をなくす啓発活動に取り組んでおり

ます。 

令和３年度においても、近年、頻発する大規模な気象災害や、国内で発生が懸念され

る大規模な地震災害等に備え、「日本赤十字社新潟県支部 中期ビジョン」で掲げる３つ

の柱にもとづき、多くのパートナー（会員、寄付者、ボランティア等）の皆様の支援の

もと、「災害から命を守る日本赤十字社の確立」をめざして赤十字活動の推進を図って

まいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
日本赤十字社新潟県支部 中期ビジョンで掲げる３つの柱 

 
（第 1 次 中期事業計画 2020-2024） 

 
柱１：災害に備える 
 
柱２：赤十字を広く知ってもらい、パートナーとの協働を推進する 
 
柱３：中・長期の視点にたった施策を展開し、未来に向けた基盤をつくる 
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短期講習のプログラム

救助員Ⅰ養成

救助員Ⅱ養成
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心肺蘇生訓練人形
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（３）マスメディアを活用した広報活動の実施 

   ア 赤十字運動月間が始まる５月に、県民の皆さまにご協力への感謝

と、赤十字の活動内容を記載した新聞広告を掲載する。 

   イ 報道機関を訪問し、赤十字の活動を県民への周知してもらうため連

携を図り、報道依頼をする。 

 

（４）時代に即した広報活動の検討 

   ア 会員に赤十字新聞等の情報提供を行う。 

   イ ホームページや Facebook を活用し、以下の情報をタイムリーに提供

するほか、赤十字の活動動画を YouTube に公開し、支援者の拡大や活

動内容等の広報に努める。   

     ・新潟県支部の活動紹介 

・赤十字活動に参加及び支援する方法 

・地区・分区が実施するイベント等の告知及び活動紹介 

     ・各種講習会開催日程等 

     ・企業・団体からの寄贈報告 

     ・県支部の事業計画、予算、事業報告、決算報告 

・国内義援金、海外救援金の募集案内や実績報告 

     

 

 

 

 

 

 

日本赤十字社新潟県支部の公式 YouTube に「ホットタオルの作り方」を公開 
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（２）組織基盤の整備とネットワークの確立 

地区分区、ボランティア、新潟県、経済団体等、様々な関係機関と連携し、

より効果的・効率的な事業展開を図る。県内赤十字施設とは、情報共有を図

り、各施設間で事業を補い合える体制を整備し、日赤としての組織基盤を構

築する。 

 

（３）赤十字の信頼性確保とブランド力の維持・向上 

  今後も広く国民の善意と信頼に支えられて各事業を推進するため、全職員

がコンプライアンスに対する意識を高め、三様監査（監査委員による監査、

公認会計士による監査、本社が内部監査として行う指導監査）体制により事

業の透明性と説明責任を果たすとともに、外部へ情報発信し、広く県民一人

ひとりの理解・協力・サポートを得ながら、更なる赤十字事業の推進を図る。 

 

施策⑨ 施策を担う職員の確保・育成 

 

（１）人材（支部職員）確保・育成プランの策定 

多様化・高度化する事業のニーズに対応し得る専門性を有した職員と、事

業全体を横断的、総合的に判断できる広い視野を有する職員の育成が必要で

あることから、県内赤十字施設と連携を図りながら、総合事務職としてのキ

ャリア形成に向けた階層別研修及び専門分野の研修及び被災地に派遣される

救護員としての訓練や研修会を行う。 

職員に対しては、自己啓発での知識・スキルの取得環境を整備し、自己啓

発意識を高めることにより、職員個人の能力向上を図る。 

   

 

(２）適正な労働環境とワークライフバランスの実現 

  事業のスクラップ＆ビルドによる効率的・効果的な実施を図ることにより、

職員の労働時間や仕事と生活の調和の推進に努める。
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県内赤十字施設の活動
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＜現状と課題＞ 
〇 １８歳以下の人口減少、看護基礎教育の大学化及び県内看護師等養成所の新

設に伴い、優秀で高い志をもつ学生の確保が年々厳しくなっている。 
〇 教職員の確保と資質の維持・向上や学生の学習環境の整備、並びに補助金だ

けでは賄いきれない運営費の捻出等、運営面での障壁は大きい。 
＜方向性＞ 
・選ばれる看護教育機関として、本校の実績と強み訴求に向けた学生・学校への

広報活動の強化、教職員の資質向上に努めるとともに、カリキュラム改正に向け

より魅力あるカリキュラムの構築に取り組む。 

（２）長岡赤十字看護専門学校 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

看護師として人として成長できる教育を通して、人を大切にする看護実践者

を養成している。近年、看護師国家試験合格率１００％を維持し、赤十字だけに

とどまらず県内外に広く優秀な人材を輩出している。本校の責務を果たすため、

学生・卒業生の地域貢献と看護職員の定着促進に向けて、行政や関連機関との

連携を強化する。また、実習諸施設における質の高い実習指導を願うほか、健全

な学校運営のために、県や本社、支部との連携強化を図り、赤十字の優れた看護

実践を継承すべく、豊かな人間性と高い能力を兼ね備えた看護師を安定的に養

成する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

災害看護論演習 看護技術練習 

卒業式 
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※ 令和３年度献血受入計画は、下表のとおり。

１．必要とされる血液(供給）

（１）輸血用血液製剤

（２）血漿分画製剤用原料血漿

（L）

（１）献血者確保

（人）

（２）献血者受入

献血者数
（人）

稼働日
（台）数

献血者数
（人）

稼働日
（台）数

献血者数
（人）

稼働日
（台）数

献血バス 200ｍＬ 644 570 74

全　血 400ｍＬ 26,031 26,077 -46 

小　計 26,675 26,647 28

施　設 200ｍＬ 1,139 1,339 -200 

全　血 400ｍＬ 27,495 26,767 728

小　計 28,634 28,106 528

施　設 血　漿 28,192 26,130 2,062

成　分 血小板 8,574 10,748 -2,174 

小計 36,766 36,878 -112 

92,075 1,277 91,631 1,277 444 0

100.5%

対前年比

100.0%

100.0%

100.0%

対前年比

93.4%

101.3%

107.9%

79.8%

99.9%

101.5%

対前年比

103.9%

102.9%

727 727 0

合　　計

受入場所    種別 

令和３年度計画 令和２年度計画 比較増減

550 550 0

血小板 8,574 10,748 -2,174

計 92,075 91,631 444

400mL 53,526 52,844 682

血　漿 28,192 26,130 2,062

令和３年度計画 令和２年度計画 比較増減

200mL 1,783 1,909 -126

新潟県 29,935 28,812 1,123

全　国 1,235,000 1,200,000 35,000

計 75,853 74,731 1,122

令和３年度計画 令和２年度割当量 比較増減

血小板 13,481 13,501 -20

血 　漿 11,836 11,405 431 103.8%

0 0 0

50,536 49,825

令和３年度献血受入計画

711

（本数）

比較増減令和２年度計画令和３年度計画

全  　血

赤 血 球

対前年比

101.4%
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